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教育・保育理念 

「たくましく生きる力を育む」を基に年齢に応じた経験・体験をする事で子ども達に、広く興味・関心を

持たせることができました。1 年間を振り返り、良いところは伸ばし改善すべき所は来年度の検討課題と

して実施に繋げていこうと考えています。 

 

 

〇教育・保育について 

 職員全体で検討し共通の理解を図るために話し合いを多く持ち、子ども達の発達をより理解した上で

の目標を決めて行ってきました。さらに、子どもが主体となって遊べているか、改善を必要とする 

場面も多くあるので、反省や指導計画の見直しをしながら十分に生かして行けるようにしていきたいで

す。特に、「自分の思いを言葉にしてみんなに伝える力」は経験不足な面があり、今後の課題として力を

入れていきたいです。 

行事は、子ども達が楽しんで参加出来る様に、前年度の反省を基に改善し実施していくことができ、保

護者のアンケートを取り検討し見直すことができました。 

 家庭とは教育・保育を可視化する事で、より保護者に園の教育・保育の取り組みかたを理解して頂けて

きたので、このまま１０の姿を意識した可視化を継続していきます。 

 

〇小学校との連携について 

 今年度も、学校行事に招待を頂き交流を深めることができ、その都度小学校の職員の方に声を掛けて

頂き話をする機会が多くありました。保幼小合同の研修会などに参加し、小学校との個別の支援につい

て考えることができスムーズに子ども達を小学校に送り出すことができました。 

 

〇地域との交流について 

地域との関わりも定着して、ハロウィン・運動会の招待・お礼（花）など行事として楽しめる様になり

ました。 

今年度は、車のスピード・違法駐車の苦情があり、ご迷惑をおかけしてしまいました。 

朝、道に立つことや行事での車の誘導・見回りなど対策を取りましたが、これからの行事の見直しや 

次年度に向けての課題となっています。また、不審者対応のカメラの向きに対しての苦情はすぐに対応

する事ができました。地域の関係がより良くなれるように努めていきたいと思います。 

 

〇保護者支援について 

 保護者の見守りを丁寧に行い、情報の共有・理解・協力をしながら関わり保護者支援をしていきまし

た。 

各区役所・保健センターなどの機関の協力により対応して頂き、密に関わっていくことができました。 

 地域の保護者の方にも、園庭開放を利用して頂きました。家では、できない交流の体験ができました。 

 



 

 

 

〇防災・安全・健康 

 防災・安全は、災害訓練の取り組みを具体的に見直しをしました。例年通りの訓練（指定避難場所・水

害・地震）を見直す事で、場所の移動や誘導・時間帯などが具体的に実践できていないので、課題として

取り組んでいきたいです。 

感染症対策としてマニュアルの作成をしていましたが、全職員の共通理解が必要で今まで以上に対策に

取り組んでいく必要性を感じました。 

 

〇職員の資質向上について 

 職員の研修・勉強会・情報の交換は数多く繰り返し確認しながら取り組んできました。資料を作り勉強

会をしましたが、報告だけになりがちなので同じテーマで実践をすることで資質の向上をめざしていき

たいです。 

 

 

子ども達は色々な経験をするなかで協力することやり遂げる力をつけてきました。子どもや保護者に寄

り添いながら共に育ちあい子育て支援ができるように取り組み、可視化をすることで、より子ども達の

園での成長を理解して頂けたのではと思います。 

職員同士で話し合う時間を多く持ち協力し、進めることができた１年でした。まだ、勉強会や 

研修などを繰り返し教育・保育の内容を向上させていきたいと思います。 

 

 

次年度に向けて 

 

職員同士の情報の共有や勉強会の取り組みかたは、このまま継続しつつ各マニュアル・ 

行事の取り組み方・教育・保育の内容の見直しを検討し、改善していきたいと思います。 

感染症対策についても感染の予防に努めるようにし、すぐに対応が出来る様に職員全体で 

対策を立てながら、より安全・安心な園を目指していきます。 
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